
アルザスプロジェクトはフランス・アルザス地方のオ・ラン県にあるアルザス欧州日本学 
研究所（CEEJA）との連携によって、ヨーロッパの中心で、今の「日本」を考え直すプロ 
グラムです。ストラスブールを中心とし、ドイツとの国境に接するアルザス地方は歴史に
翻弄されながら、現在では欧州統合を象徴する場所でもあります。CEEJAの協力の下、 
ヨーロッパの日本研究者や現地の学生との交流、欧州評議会や第一次世界大戦の戦跡
などを訪問します。ヨーロッパにも日本を理解する人々がいることを再認識させてくれる 
研修になることでしょう。

井上寿一
（学習院大学長）

日　程  2018年9月3日～ 
　　　　　9月12日（10日間） 
※参加費には航空券・海外旅行保険料・宿泊費・ 
　現地での交通費・食費を含みます。

募集人数  20名（予定）
募集対象  学習院大学・ 

　　　　  学習院女子大学の 
　　　　  全学生
宿泊場所  アルザス欧州 

　　　　  日本学研究所 
　　　　　（CEEJA）
渡航委託業者  近畿日本ツーリスト

アルザスプロジェクトとは？

研修内容

基本情報

◆スケジュール（2018年度予定）

1 欧州議会にて

2 ストラスブール大学にて

3 アルザス欧州 
 　日本学研究所にて

参加費  30万円（予定）

1
週
目

ー 9月3日 9月4日 9月5日 9月6日 9月7日 9月8日

東京⇒ 
チューリッヒ⇒

CEEJA

ストラスブール・ 
日本国 

総領事館訪問

オルベ
第一次大戦 
史跡訪問
グリーン・ 

ツーリズム見学

ストラスブール・ 
ケール（ドイツ）
欧州評議会・ 

旧市街 
（世界遺産）見学

コルマール 
ウンター 
リンデン 
美術館・ 

旧市街見学

欧州 
日本研究者 
セミナー 

（CEEJA）

2
週
目

9月9日 9月10日 9月11日 9月12日

交流会 
準備

（CEEJA）
周辺散策

ストラスブール
大学との交流
プログラム

CEEJA⇒ 
チューリッヒ ⇒東京

【国際日本研究プログラム】

学習院－アルザス欧州 
日本学研究所連携プログラム［6期生］

（アルザスプロジェクト） 欧州の中心で日本について考える
  

フランス・アルザス欧州日本学研究所の全面協力の下、 
このプログラムでは以下の研修をおこないます。
①ヨーロッパの日本研究者との交流 ： CEEJAにおいてヨーロッパの 

日本研究者のレクチャーをおこない欧州における日本研究の現状を理解する。
②現地の学生達へ「日本」を発信：現地のストラスブール大学の学生に 

日本の政治・文化・歴史・経済・サブカルチャーなどのテーマでの 
プレゼンをおこない、交流をします。

③アルザス地域の文化・社会・歴史を知る：アルザス地方の 
複雑な文化・歴史を理解するため第一次世界大戦の戦跡などをめぐります。

④現代国際社会の多面的理解：欧州評議会などの訪問を通して、 
ヨーロッパの統合と国際社会について理解を深めます。

私がオススメします！！

ヨーロッパの中央、国境
地帯ならではの文化、歴
史を学びつつ、現在の
国際社会の問題を考え
る機会です。自分の意
見を発信しましょう。
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ストラスブール日本総領事館にて

※日本学生支援機構・海外留学支援制度対象プログラム（８万円給付）です。
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